
 

今後、
 

 
＜気 経
○気

気 は
２半旬にかけてはかなり低くなりました。２月第６半旬から気温が平年に比べやや高く

○降
１１

かし、その後も降水量は少なく、全体的には平年に比べ半分程の降水量となってい
ます。

津

播種が遅れた
今後、適正
 

気象経過＞
気温 
気温は、１１月以降平年に比べ低めに推移しています。

２半旬にかけてはかなり低くなりました。２月第６半旬から気温が平年に比べやや高く
なってきました。

降水量 
１１月は定期的に降雨がありましたが、

りませんでした。
かし、その後も降水量は少なく、全体的には平年に比べ半分程の降水量となってい
ます。 

津麦ニ ス

播種が遅れ
適正な追肥

＞ 

月以降平年に比べ低めに推移していま 。
は た。

なってきました。 

定期的に降雨がありましたが、
りませんでした。12 月

降 少 分

ュー

播種が遅れた麦の生育
追肥を行い、

月以降平年に比べ低めに推移しています。
２半旬にかけてはかなり低くなりました。２月第６半旬から気温が平年に比べやや高く

は定期 に降雨がありましたが、
月末と 1 月上旬にまとまった

かし、その後も降水量は少なく、全体的には平年に比べ半分程の降水量となってい

ニュース 平成

生育は大幅
、穂数並び 品質

月以降平年に比べ低めに推移しています。
２半旬にかけてはかなり低くなりました。２月第６半旬から気温が平年に比べやや高く

は定期的に降雨がありましたが、１１月末から
月上旬にまとまった

かし、その後も降水量は少なく、全体的には平年に比べ半分程の降水量となってい

平成３０年産

 津地域農業改良普及センター

大幅に遅れています。
穂数並びに品質を確保しましょう

月以 平年に比べ低めに推移しています。
２半旬にかけてはかなり低くなりました。２月第６半旬から気温が平年に比べやや高く

末から１２月中旬にかけて雨が
月上旬にまとまった降雨があり平年より多くな

かし、その後も降水量は少なく、全体的には平年に比べ半分程の降水量となってい

年産 第２報

平成３０年３
地域農業改良普及 ンター

 電話：05

ています。
を確保し ょ

月以降平年に比べ低めに推移しています。特に１月第５半旬～２月第
２半旬にかけてはかなり低くなりました。２月第６半旬から気温が平年に比べやや高く

中旬にかけて雨が
あり平年より多くな

かし、その後も降水量は少なく、全体的には平年に べ半分程の降水量となっ い

報 

３月１２日発行
地域農業改良普及センター

059-223-51

遅れています。 
を確保しましょう

特に１月第５半旬～２月第
２半旬にかけてはかなり低くなりました。２月第６半旬から気温が平年に比べやや高く

月中旬にかけて雨があまり
あり平年より多くなりました

かし、その後も降水量は少なく、全体的には平年に比べ半分程の降水量となってい

発行 
地域農業改良普及センター 

03 

を確保しましょう 

特に１月第５半旬～２月第
２半旬にかけてはかなり低くなりました。２月第６半旬から気温が平年に比べやや高く

あまり降
りました。し

かし、その後も降水量は少なく、全体的には平年に比べ半分程の降水量となってい



○日照

なったものの、

 
＜麦
○ 生育

１１
月下旬以降
半旬～２月第２半旬にかけての
の後、２月第５半旬以降は気温も平年並み～やや高回り、生育は回復しつつあるもの
の、１１月下旬以降に播種したものは、依然と生育は遅れ、茎数が少ない状況
ます。

（表

○ 発
現在のところ、コムギ縞萎縮病等の病害や

 
＜今 対
○ 追

形
をします

効
力が高い

   あやひかり
      
      
      
○ み

○ 

月 に溝
しましょう

○ び
開 期
防
る場合は追加防除をしましょう。

日照時間 
１２月第６半旬

なったものの、全体としてはほぼ平年並み

＜麦の状況＞
生育状況 

１１月上旬に播種された小麦は
下旬以降に播種された小麦は３

半旬～２月第２半旬にかけての
の後、２月第５半旬以降は気温も平年並み～やや高回り、生育は回復しつつあるもの
の、１１月下旬以降に播種したものは、依然と生育は遅れ、茎数が少ない状況
ます。 

（表１）生育基準ほ調査結果（２月２６

病害虫発生
現在のところ、コムギ縞萎縮病等の病害や

今後の対
追肥 

幼穂形成期（
します。また、

緩効性肥料で基肥
力が高いほ場では追肥を差し控えてください。それ以外のほ場では、生育状況を勘
案しながら、下記指

あやひかりの生育指標
      草丈（
      幼穂形成期
      止葉抽出始期

麦踏み 
麦踏みはほ場がよく乾いているときに、茎立ち期

～１４日間隔に
排水溝の点
冬期の降雨
月中に溝の
しましょう。 
赤かび病防除
開花期～開花盛期
防散布を必ず実施しましょう。
る場合は追加防除をしましょう。

調査場所
安濃
芸濃
一志
白山

１２月第６半旬から
全体としてはほぼ平年並み

＞ 

旬 ２
降は 復

以

生育基準ほ調査結果（２月２６

病害虫発生状況 
現在のとこ 、コムギ縞萎縮病等の病害や

今後の対策＞ 

幼穂形成期（６葉期）を
また、止

緩効性肥料で基肥窒素

案しながら、下記指標を

草丈（cm
幼穂形成期
止葉抽出始期

～１４日間隔に実施し
排水溝の点検 
冬期の降雨

の補修、排水路の連結をし
 

赤かび病防除 
～開花盛期

ま

播種月日
11月10日
11月27日
11月5日
11月7日

１月第１半旬、１月第６半旬～２月第１半旬
全体としてはほぼ平年並み

旬に播種された小麦は６葉期
に播種された小麦は３葉期前後で

半旬～２月第２半旬にかけての気温は
の後、２月第５半旬以降は気温も平年並み～やや高回り、生育は回復しつつあるもの
の、１１月下旬以降に播種したものは、依然と生育は遅れ、茎数が少ない状況

生育基準ほ調査結果（２月２６

現在のところ、コムギ縞萎縮病等の病害や

を迎えたら、穂数確保のため
葉抽出期始期に

を１５ｋｇ／１０ａ以上施用している、あるいは堆肥を施用し
ほ場では追肥を差し控えてください。それ以外のほ場では、生育状況を勘

を参考に追肥し穂数確保に努めましょう。
の生育指標 

）×茎数（本/㎡）×葉色（
（６葉期）   １５ｃｍ×８００本／

（８葉期） ５０ｃｍ×７００本／㎡×４２÷１０，０００＝１４５

麦踏みはほ場がよく乾いているときに、茎立ち期
ます。 

、麦踏み作業等によって排水
補修、排水路の連結をし

にかけて、かび
を必ず実施しましょう。また、曇雨天が続き、赤かび病の多発性が心配され

る場合は追加防除をしましょう。 

草丈 cm
11月10日 15.3
11月27日 12.9
11月5日 20.9
11月7日 15.7

、１月第６半旬～２月第１半旬
全体としてはほぼ平年並み以上で推移しています。

葉期頃になり幼穂形成期
葉期前後で分げ

気温は平年をかなり下回り、
の後、２月第５半旬以降は気温も平年並み～やや高回り、生育は回復しつつあるもの
の、１１月下旬以降に播種したものは、依然と生育は遅れ、茎数が少ない状況

生育基準ほ調査結果（２月２６日調査） 

現在のところ、コムギ縞萎縮病等の病害や虫害は観察されていません。

を迎えたら、穂数確保のため
にやや少なめ（窒素１～２

を１５ｋｇ／１０ａ以上施用している、あるいは堆肥を施用し
ほ場では追肥を差し控えてください。それ以外のほ場では、生育状況を勘

し穂数確保に努めましょう。

㎡）×葉色（spad
１５ｃｍ×８００本／
５０ｃｍ×７００本／㎡×４２÷１０，０００＝１４５

麦踏みはほ場がよく乾いているときに、茎立ち期

等によって排水溝が埋まってしま
補修、排水路の連結をし、登熟期間に

かび毒の発生を抑えるため、
また、曇雨天が続き、赤かび病の多発性が心配され

茎数 本/㎡
531
294
742
692

、１月第６半旬～２月第１半旬
以 で推移しています。

頃になり幼穂形成期
分げつが始まったばかりで
かなり下回り、

の後、２月第５半旬以降は気温も平年並み～やや高回り、生育は回復しつつあるもの
の、１１月下旬以降に播種したものは、依然と生育は遅れ、茎数が少ない状況

 

虫害は観察されていません。

を迎えたら、穂数確保のため追肥（窒素
め（窒素１～２

を１５ｋｇ／１０ａ以上施用している、あるいは堆肥を施用し
ほ場では追肥を差し控えてください。それ以外のほ場では、生育状況を勘

し穂数確保に努めましょう。

spad 値）÷１０，０００
１５ｃｍ ８００本／㎡×５０÷１０，０００＝６０
５０ｃｍ×７００本／㎡×４２÷１０，０００＝１４５

麦踏みはほ場がよく乾いているときに、茎立ち期（草丈が２０ｃｍ程度）

溝が埋まってしま
登熟期間に降雨後の停滞水がないように

の発生を抑えるため、
また、曇雨天が続き、赤かび病の多発性が心配され

茎数 本/㎡ 葉色SPAD
50.3
42.7
48.9
46.6

、１月第６半旬～２月第１半旬に日照時間は少なく
以上で推移しています。 

頃になり幼穂形成期になっています
つが始まったばかりで

かなり下回り、生育が停滞しました。そ
の後、２月第５半旬以降は気温も平年並み～やや高回り、生育は回復しつつあるもの
の、１１月下旬以降に播種したものは、依然と生育は遅れ、茎数が少ない状

虫害は観察されていません。

追肥（窒素成分３ ４
やや少なめ（窒素１～２kg/１０a）

を１５ｋｇ／１０ａ以上施用している、あるいは堆肥を施用し
ほ場では追肥を差し控えてください。 れ以外のほ場では、生育状況を勘

し穂数確保に努めましょう。 

値）÷１０，０００ 
５０÷１０，０００＝６

５０ｃｍ×７００本／㎡×４２÷１０，００ ＝１４５

（草丈が２０ｃｍ程度）

溝が埋まってしまう場合がある
降雨後の停滞水がないように

の発生を抑えるため、コムギ赤か 病の
また、曇雨天が続き、赤かび病の多発性が心配され

葉色SPAD 葉齢 L
50.3 5.4
42.7 3.5
48.9 6.6
46.6 5.6

日照時間は少なく

なっていますが、１１
つが始まったばかりです。１月第４

停滞しました。そ
の後、２月第５半旬以降は気温も平年並み～やや高回り、生育は回復しつつあるもの
の、１１月下旬以降に播種したものは、依然と生育は遅れ、茎数が少ない状況に

 
 
 
 
 
 

虫害は観察されていません。 

３～４kg/１０ａ）
）に行いましょう。

を１５ｋｇ／１０ａ以上施用している、あるいは堆肥を施用し
ほ場では追肥を差し控えてください。それ以外のほ場では、生育状況を勘

５０÷１０，０００＝６０     
５０ｃｍ×７００本／㎡×４２÷１０，０００＝１４５ 

（草丈が２０ｃｍ程度）までに

場合があるので
降雨後の停滞水がないように

コムギ赤かび病の
また、曇雨天が続き、赤かび病の多発性が心配され

葉齢 L
5.4
3.5
6.6
5.6

日照時間は少なく

が、１１
１月第４

停滞しました。そ
の後、２月第５半旬以降は気温も平年並み～やや高回り、生育は回復しつつあるもの

にあり

 
 
 
 
 
 

１０ａ） 
行いましょう。 

を１５ｋｇ／１０ａ以上施用している、あるいは堆肥を施用し地
ほ場では追肥を差し控えてください。それ以外のほ場では、生育状況を勘

       
 

までに、１０

ので、３
降雨後の停滞水がないように

コムギ赤かび病の予
また、曇雨天が続き、赤かび病の多発性が心配され


